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安芸高田市社会福祉協議会

年頭のご挨拶・役員紹介

初任者研修・新役員等紹介

地域福祉会議の取り組み紹介
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ファミサポ合同研修会の様子



新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

皆
さ
ま
に
は
お
健
や
か
で
輝
か
し

い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り

お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
、社
会
福
祉
協
議
会
に
対

し
ま
し
て
ご
理
解
を
賜
り
、あ
た
た
か

い
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。

昨
今
、少
子
高
齢
化
の
進
行
、働
き

方
な
ど
の
生
活
様
式
や
価
値
観
の
多

様
化
に
よ
り
、地
域
に
お
け
る
福
祉
課

題
は
複
合
的
か
つ
深
刻
化
し
て
お
り
、

そ
の
解
決
の
た
め
、当
協
議
会
は
、見

守
り
体
制
の
強
化
や
住
民
誰
も
が
気

軽
に
相
談
で
き
る
身
近
な
場
と
し
て

の
小
地
域
お
茶
の
間
サ
ロ
ン
等
の
地

域
福
祉
活
動
を
強
力
に
支
援
し
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、６
町
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
い
た

し
ま
し
た
地
域
福
祉
会
議
に
お
い
て

は
、地
域
の
困
り
ご
と
等
、地
域
の
多

様
な
福
祉
課
題
を
掘
り
起
し
、そ
の
課

年頭のご挨拶
会長   竹 重 博 樹

安芸高田市社会福祉協議会

題
解
決
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

本
年
も
各
支
所
を
中
心
と
し
た
地

域
福
祉
会
議
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

か
し
て
、地
域
の
皆
さ
ま
と
共
に
具
体

的
な
取
り
組
み
を
一
層
推
進
し
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
に
お
き
ま
し
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

対
策
を
徹
底
し
、介
護
人
材
の
確
保
や

質
の
高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で

き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
役
職
員
一
丸
と
な
り
、住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
、社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
の

使
命
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
し
、新
年

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

安芸高田市社会福祉協議会　役員等紹介
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︿
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福祉・介護に携わる人材の確保・育成・定
着を目的とした取り組みの一環として、10月6
日から「介護職員初任者研修」を実施してい
ます。参加者は20代から60代までと幅広く、
介護に関して学ぶのは初めてという方がほと
んどです。講義や実技、現場実習など全14回
の研修を終えることで、介護の基礎的な知識
やスキルを身に付けます。

を実施しています

研修内容

ベッドメイキング講習の様子ベッドメイキング講習の様子

［お問い合わせ］
社会福祉協議会
　介護支援課 電話47-1133
　総 務 課 電話42-2941

第1回

第2回～第5回

第6回～第13回

第14回

家庭学習

全14回

現場見学・講義

講義

講義・実技

現場実習・修了試験

課題提出（5回）

介 護 職 員
初任者研修

［ 福祉活動歴 ］

● 高宮町老人クラブ連合会事務局
● 高美園（非常勤）

新田 ひなえ （高宮町）
［ 福祉活動歴 ］

● 美土里地区民生委員児童委員
● 美土里地区学校運営協議会委員
● 美土里地域福祉会議委員
● ふれあいサロン代表者

高松 昌則 （美土里町）
理事 評議員

新役員等紹介
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9月17日（土）、八千代町佐々井地域振興会
主催の福祉講演会が行なわれました。講演会
には、八千代地域福祉会議委員やふれあいサ
ロンの代表者、社協関係者も参加し、地域の支
え合いの必要性や活動の進め方、支え合う地
域にするために大切なことなどを学びました。

八千代町 福祉講演会

講　師 広島県社会福祉協議会　地域福祉課 課長　
 吉野篤史 氏

演　題 「共に支えあう地域づくりについて」

■ 講演
 演　題 「地域共生社会の実現に向けて」 講　師 東京都立大学人文社会学部准教授　室田信一 氏

■ 県内の事例発表
 テーマ 「寄り添い、支え合い、喜びをともに分かち合う地域活動」

パネリスト 実践者4名（安芸高田市、東広島市、尾道市）

■ 講演

9月22日（木）、地域共生社会推進フォーラムが開催さ
れ、講演および各市町の事例発表が行なわれました。安
芸高田市からは美土里町の「くつろぎハウスよこた」の
世話人、新田敏惠さんと市社協職員が事例を紹介。パネ
リストたちは、一人ひとりが住み慣れた地域で生きがい
や役割をもち、助け合いながら暮らす「地域共生社会」の
実現に向けた取り組みを紹介しました。

美土里町「くつろぎハウスよこた」事例発表

地域福祉会議の地域福祉活動の紹介
　令和3年度から市内全町に設置された地
域福祉会議。今回は吉田・八千代・美土里
の地域福祉会議の取り組みを紹介します。

吉田

八千代

美土里

今
回
は

取り組み紹介

吉田地域福祉会議

美土里地域福祉会議

八千代地域福祉会議

地域の交流の場から地域課題を把握するため、サ
ロン未設置地域への新設に向けた支援。本年度は3か
所設置しました。

高齢者の「見守り・地域の支え合い」活動を強化するた
め、地区ごとに地域福祉関係者と情報共有を深めます。
また、手作りの「ふくし通信」を発行し、地域福祉会議や
サロンの取り組みをお知らせします。

今後予定している取り組み

今後予定している取り組み

今後予定している取り組み

高齢者世帯の「見守りネットワーク」と、「ほほえみ
ネット事業」の利用促進に向けた取り組みを推進。地
域福祉関係者との情報共有により、支援を必要とする
人のリストやマップを作成しました。

避難要支援者のリストを作成し、効果的な活用策を検
討。ゴミ出し等に困っている高齢者を支援するため「（仮
称）おたすけ協力隊」の結成に向け取り組みます。

北地区で買い物支援「移動スーパー」を開設。サロ
ン開設日にあわせ実施し、サロンの参加者も増え、見
守りや安否確認も拡充しました。

支援体制を拡充するため、収集した情報を町内の高齢
者へチラシで発信し、新たなニーズの把握に努めます。
車での高齢者の移動支援を実現するため、関係機関と
連携や先進事例を調査・研究します。

移動スーパーの様子

「ふくし通信」の発行準備の様子

福祉講演会の様子

事例発表の様子

佐々井地区・（仮称）おたすけ協力隊の準備会の様子
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八千代町 福祉講演会

講　師 広島県社会福祉協議会　地域福祉課 課長　
 吉野篤史 氏

演　題 「共に支えあう地域づくりについて」

■ 講演
 演　題 「地域共生社会の実現に向けて」 講　師 東京都立大学人文社会学部准教授　室田信一 氏

■ 県内の事例発表
 テーマ 「寄り添い、支え合い、喜びをともに分かち合う地域活動」

パネリスト 実践者4名（安芸高田市、東広島市、尾道市）

■ 講演

9月22日（木）、地域共生社会推進フォーラムが開催さ
れ、講演および各市町の事例発表が行なわれました。安
芸高田市からは美土里町の「くつろぎハウスよこた」の
世話人、新田敏惠さんと市社協職員が事例を紹介。パネ
リストたちは、一人ひとりが住み慣れた地域で生きがい
や役割をもち、助け合いながら暮らす「地域共生社会」の
実現に向けた取り組みを紹介しました。

美土里町「くつろぎハウスよこた」事例発表

地域福祉会議の地域福祉活動の紹介
　令和3年度から市内全町に設置された地
域福祉会議。今回は吉田・八千代・美土里
の地域福祉会議の取り組みを紹介します。

吉田

八千代

美土里

今
回
は

取り組み紹介

吉田地域福祉会議

美土里地域福祉会議

八千代地域福祉会議

地域の交流の場から地域課題を把握するため、サ
ロン未設置地域への新設に向けた支援。本年度は3か
所設置しました。

高齢者の「見守り・地域の支え合い」活動を強化するた
め、地区ごとに地域福祉関係者と情報共有を深めます。
また、手作りの「ふくし通信」を発行し、地域福祉会議や
サロンの取り組みをお知らせします。

今後予定している取り組み

今後予定している取り組み

今後予定している取り組み

高齢者世帯の「見守りネットワーク」と、「ほほえみ
ネット事業」の利用促進に向けた取り組みを推進。地
域福祉関係者との情報共有により、支援を必要とする
人のリストやマップを作成しました。

避難要支援者のリストを作成し、効果的な活用策を検
討。ゴミ出し等に困っている高齢者を支援するため「（仮
称）おたすけ協力隊」の結成に向け取り組みます。

北地区で買い物支援「移動スーパー」を開設。サロ
ン開設日にあわせ実施し、サロンの参加者も増え、見
守りや安否確認も拡充しました。

支援体制を拡充するため、収集した情報を町内の高齢
者へチラシで発信し、新たなニーズの把握に努めます。
車での高齢者の移動支援を実現するため、関係機関と
連携や先進事例を調査・研究します。

移動スーパーの様子

「ふくし通信」の発行準備の様子

福祉講演会の様子

事例発表の様子

佐々井地区・（仮称）おたすけ協力隊の準備会の様子

社協だより5



安芸高田市ボランティア連絡協議会主催で毎年
行なわれている、ボランティア活動を通じた交流事
業。今年は市内外から参加されたボランティア66名
のほか、NPO法人「ひろしま人と樹の会」の方々に
もご協力いただき、郡山城跡の枯れ木伐採や登山
道の清掃活動を行ないました。

第16回 ボランティア交流活動

ファミサポ合同研修会

11/6（日）
郡山城跡

開催日

開催場所

11/19（土）
安芸高田消防署

開催日

開催場所

交流を兼ねた清掃活動を行ないました

いざというときの対処法を学びました

「安芸高田市ファミリー・サポート・センター事
業」、「安芸高田市子育て支援センター一時預り事
業」の会員の方を対象に、子どもが事故や怪我をし
たときの対処法などを学べる研修会を開催しまし
た。研修会では、心肺蘇生法、AEDの使い方などを
分かりやすく教えていただき、実際の機器の操作な
ども体験。いざというときの対処法を実践し、学ぶこ
とができました。

(敬称略）
9月1日～11月30日

温かいご寄附を頂きありがとうございました。
頂いたご寄附は、地域福祉活動へ大切に活用させていただきます。
社会福祉協議会への寄附金は所得税法による寄附金控除を受けることができます。
寄附者ご本人の承諾のもと記載しています。

広島県安芸高田市八千代町下根578

社協だより 6



安芸高田市ボランティア連絡協議会主催で毎年
行なわれている、ボランティア活動を通じた交流事
業。今年は市内外から参加されたボランティア66名
のほか、NPO法人「ひろしま人と樹の会」の方々に
もご協力いただき、郡山城跡の枯れ木伐採や登山
道の清掃活動を行ないました。

第16回 ボランティア交流活動

ファミサポ合同研修会

11/6（日）
郡山城跡

開催日

開催場所

11/19（土）
安芸高田消防署

開催日

開催場所

交流を兼ねた清掃活動を行ないました

いざというときの対処法を学びました

「安芸高田市ファミリー・サポート・センター事
業」、「安芸高田市子育て支援センター一時預り事
業」の会員の方を対象に、子どもが事故や怪我をし
たときの対処法などを学べる研修会を開催しまし
た。研修会では、心肺蘇生法、AEDの使い方などを
分かりやすく教えていただき、実際の機器の操作な
ども体験。いざというときの対処法を実践し、学ぶこ
とができました。

(敬称略）
9月1日～11月30日

温かいご寄附を頂きありがとうございました。
頂いたご寄附は、地域福祉活動へ大切に活用させていただきます。
社会福祉協議会への寄附金は所得税法による寄附金控除を受けることができます。
寄附者ご本人の承諾のもと記載しています。

広島県安芸高田市八千代町下根578

一
般
寄
附

● 

吉
田
町

な
か
が
わ
石
材
店
（
社
会
福
祉
活
動
）

匿
名　

２
名

（
社
会
福
祉
活
動
）

● 
高
宮
町

匿
名　

１
名

（
社
会
福
祉
活
動
）

● 

安
芸
高
田
市
外

匿
名　

１
名

（
社
会
福
祉
活
動
）

　
香
典
返
し
に
か
え
て

寄
附
者
／
行
政
区
／
故
人

● 

吉
田
町

丸
本　

快
三
下
中
馬
下

丸
本
さ
ち
子

平
佐　

英
生
相
合
５
班

繁
本　
　

勝

丸
本　

幸
子
下
中
馬
下

田
中　

繁
子

今
谷　

隆
裕
下

市

今
谷　

孝
枝

横
見　

義
博
横

山

横
見
ナ
ル
ヱ

渡　
　

寛
幸
相
合
１
班

渡　
　

昭
信

原
子　

昌
幸
下
国
司

原
子
富
士
子

山
﨑　

厚
子
本
谷
上

山
﨑　
　

守

村
﨑　

康
幸
柳

原

村
﨑
レ
イ
コ

佐
伯　

俊
秀
常
友
日
南

佐
伯　

時
榮

西
元　

幸
男
三
矢
タ
ウ
ン

西
元
キ
ヌ
ヱ

長
谷
川
弓
恵
川

手

原　
　

勇
夫

山
中　

崇
生
西
土
手
上

山
中
智
恵
子

井
上　

博
安
山
手
沖

井
上　

克
子

沖
田　

博
之
宮
之
城

沖
田　

愼
二

荒
谷
久
美
子
津
々
羅

井
上　

房
江

葊
田　

茂
貴
沖

原

葊
田　

君
子

寺
戸　

誠
子
大

浜

寺
戸　
　

昇

吉
見　

直
美
相
合
１
班

吉
見　

春
登

平
野　

義
邦
上
新
屋
郷

平
野　

榮
子

石
川　
　

誠
新
町
下

石
川　

淑
子

重
藤　

義
則
中
４
丁
目

重
藤
ア
サ
子

● 

八
千
代
町

山
本　

辰
幸
中
土
師

山
本　

豊
子

早
瀬　

仁
美
市

下

早
瀬　
　

博

早
瀬　

仁
美
市

下

早
瀬
ハ
ル
ミ

大
崎　

克
己
下
大
又

大
崎　

淨
史

● 

美
土
里
町

泉
川　
　

聡

市

森
上　

邦
枝

川
先　

幸
一
山

田

川
先
チ
ヱ
ミ

香
川　

鞆
子
上

市

香
川　

信
幸

田
中　

博
文
矢
賀
下

田
中　

繁
子

山
口　

昌
志
雁
子
原

山
口　

雄
壮

山
根　

洋
壯
道
円
田

山
根　

一
枝

小
林
川
孝
義

市

小
林
川
ス
ヱ
ミ

住
田
昌
佑
記
中

市

住
田　

房
則

菅
原
ア
キ
コ
岡
の
原

菅
原　

康
行

● 

高
宮
町

伊
藤　

武
宏
茂

谷

伊
藤　
　

武

新
田　

正
明
上
式
敷

新
田　

春
江

田
中　

善
典
来
女
木
市

田
中
喜
久
江

西
蓮
坊
西
勝
海
田
屋
郷

西　
　

淳
雄

朝
原　

正
義
下
川
根

朝
原
ユ
キ
ミ

槇
原　

敏
三
勘

部

槇
原　

年
明

川
野　

正
則
野

部

川
野　

修
莊

川
野　
　

功
所

木

川
野
ハ
ル
ヱ

久
川　

伸
介
中
羽
佐
竹

久
川　

幹
雄

中
場　

龍
史
下
船
木

中
場　

弘
美

田
中　

克
弘
下
沖
城

田
中　

稲
生

田
中　

克
弘
下
沖
城

田
中
胡
美
惠

● 

甲
田
町

湧
野　

稔
明
中

央

湧
野　

勲
造

迫
広　

清
士
則
長
益
方

迫
広　

里
子

高
村　

英
利
尾

首

髙
村　

久
子

梅
高　
　

淳
瀬

戸

梅
高　

莞
爾

井
上　

基
男
城

山

井
上　
　

守

中
川　

教
子
江

田

中
川　
　

司

行
友　

敏
之
井
才
田
４
班

行
友　

泰
世

迫
広　

進
矢
祇
園
迫

迫
広　
　

章

岡
山　

一
則
古

旗

岡
山
チ
ヱ
コ

木
本　

岩
生
中

央

木
本　

和
惠

北
川　

勝
子
上
正
覚

北
川　

治
市

● 

向
原
町

山
﨑　

光
子
戸
島
１
区

山
﨑　

一
敏

望
月　

丈
之
坂
５
区

望
月　

岩
男

寺
尾　

順
子
長
田
６
区

寺
尾　

文
尚

村
若　
　

尚
坂
13
区

石
見　

幸
三

世
羅　

康
和
戸
島
８
区

世
羅　

能
賢

下
川　

良
渉
戸
島
６
区

下
川　

良
枝

中
信　

朱
美
坂
７
区

中
川　

定
雄

有
坂　

敏
樹
有
留
７
区

有
坂
ト
シ
枝

松
延　

忠
夫
戸
島
１
区

松
延
美
千
子

● 
安
芸
高
田
市
外

木
坂　

貞
子
東
京
都

武
蔵
市

木
坂　

忠
明

● 

匿
名
　
５
名

社協だより7



あいちゃんのホッとするカフェ
「あいちゃんのホッとするカフェ」（認知症カフェ）は、認知症の方
やそのご家族、地域の方など誰もが気軽に集まり、お茶を飲みなが
ら何気ない会話での情報交換や、体操やゲーム等をしつつ、安心し
て過ごす事のできる交流の場です。
この交流を通して、認知症について理解を深めています。
カフェには、地域包括支援センターの職員も参加し、認知症の予
防方法や接し方などの説明や、様々な相談にも応じるなど、顔の見
える関係づくりに努めています。皆さん気軽にご参加ください。

今後の開催予定

［お問い合わせ］社会福祉協議会　地域福祉課　電話・お太助フォン 47-1131

おしらせ
楽しみながら認知症を学ぼう！

［ 参加費 ］100円/1人　［ 予約 ］不要

発行・編集
【  広報委員会  】 委員長／浜重 好則　副委員長／津賀山 とし子　委員／冨田 慶子　佐々木 昌莊　丸山 義捷
【　　　　　　】 社会福祉法人　安芸高田市社会福祉協議会　〒731-0521　広島県安芸高田市吉田町常友1564-2（安芸高田市保健センター内）
● 電話・お太助フォン（0826）42-2941　FAX（0826）47-1312　　● ホームページ http://www.akisha.jp/

開催日 時間 場所

吉 田 町

八千代町

美土里町

高 宮 町

甲 田 町

向 原 町

12月28日（水）

12月26日（月）

12月23日（金）

1月27日（金）

1月26日（木）

1月17日（火）

2月22日（水）

2月27日（月）

2月24日（金）

3月24日（金）

3月23日（木）

3月14日（火）

10：00～11：00

10：00～11：00

10：00～11：00

14：00～15：00

10：00～11：00

14：00～15：00

ふれあいセンターいきいきの里

八千代人権福祉センター

美土里町コミュニティ消防センター

高宮支所内ホール

ふれあいセンターこうだ

向原生涯学習センターみらい

 体操
 認知症に
関するお話

交流・
ゲーム


